
　

産
業
の
活
性
化
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
で
応
援
い
た
だ
い
た
寄
付
金
を
活

用
し
、
子
育
て
支
援
や
歴
史
の
ま
ち

づ
く
り
、
観
光
振
興
な
ど
を
促
進
。

ま
た
、「
メ
ー
ド
イ
ン
白
石
」
を
全

国
に
広
め
る
た
め
、
地
元
特
産
品
を

返
礼
品
と
し
て
活
用
し
、
産
業
の
活

性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

定
住
化
の
促
進
は
、
市
内
住
宅
を

取
得
さ
れ
た
方
へ
の
「
白
石
市
定
住

者
補
助
金
事
業
」
や
「
白
石
市
民
住

宅
取
得
補
助
金
事
業
」、
新
婚
家
庭

へ
の
「
白
石
市
新
婚
家
庭
家
賃
補
助

金
事
業
」
を
継
続
。
ま
た
、
空
家
等

対
策
の
た
め
、
市
内
全
域
調
査
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、「
空
家
等
対
策

計
画
」
を
策
定
し
、
適
切
な
管
理
の

促
進
、
有
効
活
用
に
向
け
た
対
策
を

進
め
、
定
住
化
や
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
ま
す
。

　

産
業
の
振
興
や
雇
用
の
確
保
を
図

る
企
業
誘
致
は
、「
白
石
イ
ン
タ
ー

工
業
団
地
」
に
本
社
工
場
を
移
転
新

築
し
た
「
セ
コ
ム
工
業
株
式
会
社
」

が
、
物
流
部
門
の
拠
点
施
設
整
備
を

目
的
と
し
、
平
成
27
年
11
月
、
白
石

市
土
地
開
発
公
社
が
造
成
し
た
同
工

業
団
地
約
１
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
新

た
に
取
得
。
今
後
、
関
係
機
関
と
緊

密
な
連
携
の
下
に
円
滑
な
事
業
開
始

に
向
け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
白
石
市
企
業
立
地
促
進

条
例
」
は
、
本
年
３
月
で
失
効
す
る

た
め
、有
効
期
限
を
５
年
間
延
長
し
、

本
市
へ
の
さ
ら
な
る
企
業
立
地
の
促

進
と
雇
用
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、
地
元

商
店
組
合
な
ど
が
行
う
中
心
商
店
街

活
性
化
に
各
種
助
成
事
業
な
ど
を
活

用
し
、
商
工
会
議
所
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
賑
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

　

創
業
支
援
は
、「
白
石
市
創
業
支

援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
空
き
店

舗
等
対
策
と
し
て
「
空
き
店
舗
等
対

策
事
業
補
助
金
」
を
創
設
。
商
工
会

議
所
や
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携

の
下
、
創
業
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

農
林
業
の
振
興
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

の
閣
僚
会
合
で
の
大
筋
合
意
で
、
大

き
な
影
響
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
ま

す
。
国
や
県
に
対
し
、
対
策
を
要
望

す
る
と
と
も
に
、「
農
地
中
間
管
理

事
業
」
を
活
用
し
た
農
地
集
積
を
推

進
し
、
生
産
現
場
の
強
化
と
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
有
害
鳥
獣
対
策
は
、
特
に

「
イ
ノ
シ
シ
」
に
よ
る
農
林
作
物
へ

の
被
害
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
引
き
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美
し
い
自
然
を
受
け
継
ぎ

安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
ま
ち

続
き
個
体
数
の
調
整
に
努
め
、「
有

害
鳥
獣
解
体
場
」
を
有
効
活
用
し
、

処
理
負
担
を
軽
減
。
電
気
柵
な
ど
に

よ
る
被
害
防
止
対
策
も
継
続
し
、
農

業
経
営
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

　

交
流
人
口
の
拡
大
は
、「
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
」
や
「
広
報

ラ
ジ
オ
番
組
に
よ
る
情
報
発
信
事

業
」
を
継
続
。
ま
た
、
観
光
協
会
や

温
泉
旅
館
組
合
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
関
係

団
体
と
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。「
ま

る
ご
と
う
ー
め
ん
ま
つ
り
」
や
「
鎌

先
・
小
原
温
泉
共
通
湯
め
ぐ
り
手
形
」

な
ど
に
加
え
、
Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め
、
旅

行
業
者
の
企
画
商
品
を
活
用
。
さ
ら

な
る
観
光
客
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
１
月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
の
放
送
が
ス

タ
ー
ト
。
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢

整
備
の
一
環
と
し
て
、
平
成
27
年
、

白
石
城
の
Ａ
Ｒ
や
観
光
関
連
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
運
用
を
開
始
す
る
と
と

も
に
、
観
光
関
連
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
多
言
語
化
、
無
料
Ｗ
ｉ
｜
Ｆ
ｉ
ス

ポ
ッ
ト
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
白
石
城
さ
く
ら
ま
つ

り
」「
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
白
石
市
民
春
ま
つ
り
」「
白
石
夏
ま

つ
り
」「
し
ろ
い
し
蔵
王
高
原
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」「
鬼
小
十
郎
ま
つ
り
」「
農

業
祭
」
な
ど
、
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン

ト
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
盛
り

上
げ
、
白
石
の
魅
力
を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。

　

防
災
対
策
の
充
実
は
、「
白
石
市

地
域
防
災
計
画
（
改
訂
版
）」
に
基

づ
き
、
防
災
対
策
を
推
進
し
、
災
害

に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が

発
生
し
た
時
に
、
安
否
確
認
を
迅
速

に
行
う
た
め
の
「
安
否
確
認
フ
ラ
ッ

グ
」
や
「
白
石
市
地
域
防
災
計
画
概

要
版
」の
活
用
啓
発
に
努
め
る
ほ
か
、

宮
城
県
防
災
指
導
員
養
成
講
習
を
活

用
し
た
各
地
区
で
の
防
災
指
導
員
の

養
成
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
を

継
続
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
地
域
防

災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
25
年
度
か
ら
５
年

間
を
か
け
て
備
蓄
す
る
こ
と
に
し
た

水
と
食
料
と
と
も
に
、本
年
度
か
ら
、

背
負
う
こ
と
も
で
き
る
非
常
用
の
飲

料
袋
を
計
画
的
に
備
蓄
。
併
せ
て
、

自
主
防
災
組
織
が
行
う「
地
域
備
蓄
」

と
、そ
れ
ぞ
れ
の
各
家
庭
が
行
う「
家

庭
備
蓄
」
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
継
続

し
て
お
願
い
し
、
い
つ
発
生
す
る
か

分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
ま
す
。

　

蔵
王
山
の
噴
火
を
想
定
し
た
防
災

へ
の
対
応
は
、
本
市
に
お
い
て
も
、

蔵
王
山
火
山
防
災
協
議
会
に
お
け
る

検
討
や
平
成
27
年
４
月
の
火
口
周
辺

警
報
（
火
口
周
辺
危
険
）
の
発
表
を

受
け
、
同
年
５
月
に
「
蔵
王
山
噴
火

に
よ
る
降
灰
対
応
計
画
」
を
策
定
。

登
山
者
へ
の
注
意
喚
起
や
市
民
、
観

光
客
の
避
難
計
画
を
定
め
る
と
と
も

に
、
火
山
灰
対
策
と
し
て
、
子
ど
も

用
マ
ス
ク
や
降
灰
袋
、
除
灰
活
動
の

た
め
の
ゴ
ー
グ
ル
を
備
蓄
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
と
も
蔵
王
山
の
火
山
活

動
に
注
視
し
、
市
民
や
観
光
客
の
安

全
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

環
境
対
策
の
推
進
は
、「
市
内
一

斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
」を
継
続
。
ま
た
、

使
用
済
み
小
型
家
電
の
回
収
な
ど
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の

構
築
に
向
け
て
、
市
民
と
連
携
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

住
環
境
の
整
備
は
、
上
水
道
事
業

と
し
て
、
旧
市
街
地
の
老
朽
管
更
新

を
加
速
。
ま
た
、
下
水
道
事
業
と
し

て
、
田
町
地
内
の
白
石
１
号
雨
水
幹

線
工
事
の
平
成
29
年
度
完
成
を
目
指

し
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
災
害
復
旧

事
業
は
、
集
中
復
興
期
間
の
平
成
28

年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
、
被
災
施

設
の
復
旧
を
図
り
ま
す
。

　

都
市
環
境
の
整
備
は
、「
白
石
沖

西
堀
線
」
の
用
地
買
収
が
順
調
に
進

み
、
平
成
28
年
度
は
市
の
玄
関
口
で
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産
業
の
活
力
を
生
む

新
し
い
価
値
を
創
造
し
続
け
る
ま
ち

あ
る
白
石
駅
か
ら
旧
国
道
１
１
３
号

ま
で
の
一
方
通
行
区
間
の
工
事
に
着

手
。
早
期
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て

事
業
を
進
め
、
市
中
心
部
の
交
通
環

境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
の

子
ど
も
を
養
育
す
る
世
帯
に
特
化
し

た
「
子
育
て
応
援
住
宅
」
を
東
大
畑

地
内
に
整
備
。
子
育
て
世
帯
の
住
宅

確
保
と
将
来
的
な
持
ち
家
取
得
支
援

を
行
う
こ
と
で
、
定
住
促
進
を
図
り

ま
す
。

　

公
共
交
通
網
の
確
保
は
、
日
常
の

生
活
の
足
と
な
る
市
民
バ
ス
や
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
継
続
し
、
引
き

続
き
便
利
で
快
適
な
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
は
、「
城
花
町
し
ろ
い
し
事

業
」
に
名
称
を
改
め
、
個
人
な
ど
が

管
理
し
て
い
る
庭
園
な
ど
を
オ
ー
プ

ン
ガ
ー
デ
ン
と
し
て
紹
介
し
、
同
意

を
得
て
公
開
す
る
と
と
も
に
、
奨
励

金
を
交
付
す
る
制
度
な
ど
を
継
続
し

て
、交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
31
年
の
建
設
以
来
、

野
球
愛
好
者
を
は
じ
め
市
民
に
長
く

親
し
ま
れ
利
用
さ
れ
て
い
る
益
岡
公

園
野
球
場
は
、
老
朽
化
に
伴
い
本
年

度
か
ら
「
公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策

支
援
事
業
」
で
改
修
工
事
に
着
手
。

花
に
彩
ら
れ
た
野
球
場
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
と

各
種
大
会
な
ど
の
開
催
に
よ
る
交
流

人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。
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